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青
森
県
の
大
き
な
課
題
の

一
つ
が
若
者
の
県
外
流
出
。

そ
の
一
因
は
学
生
と
地
域
企

業
と
の
つ
な
が
り
が
弱
い
こ
と

に
も
あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

地
元
企
業
ガ
イ
ダ
ン
ス
で
地

元
に
も
い
い
企
業
が
た
く
さ

ん
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
も
ら
え
れ
ば

▼
さ
て
、
青
森
市
は
青
森
開
港
４
０

０
年
イ
ベ
ン
ト
真
っ
只
中
。
青
森
港

開
港
は
１
６
２
５
年
５
月
に
弘
前
藩

第
二
代
津
軽
信
枚
（
の
ぶ
ひ
ら
）
が

津
軽
か
ら
江
戸
への
廻
船
就
航
を
幕

府
か
ら
許
可
さ
れ
た
こ
と
が
始
ま
り

と
の
こ
と
。
こ
れ
に
あ
わ
せ
て
１
６

２
６
年
４
月
、
家
臣
の
森
山
弥
七

郎
に
当
地
を
「
青
森
」
と
し
て
ま
ち

づ
く
り
す
る
こ
と
が
命
じ
ら
れ
、
青

森
の
ま
ち
づ
く
り
が
始
ま
り
ま
し
た

▼
青
森
市
は
ま
さ
に
こ
の
青
森
港
を

中
心
に
発
展
を
遂
げ
、
そ
の
根
元

は
お
米
が
集
ま
る
こ
と
に
あ
っ
た
そ

う
で
す
。
当
時
の
津
軽
藩
で
一
番
の

物
産
は
お
米
で
あ
り
、
こ
れ
を
江
戸

に
運
ぶ
こ
と
が
青
森
港
の
担
う
べ
き

役
割
で
す
。
市
内
に
は
商
品
の
流
通

を
担
う
問
屋
が
多
数
存
在
し
て
い
ま

し
た
が
、
中
で
も
お
米
を
扱
う
米

町
が
青
森
市
の
中
心
だ
っ
た
と
い
う

記
述
も
あ
り
ま
す
▼
そ
の
後
、
上
野

〜
青
森
間
の
鉄
道
が
開
通
し
、
１
９

０
８
年
に
は
青
函
連
絡
船
が
就
航
。

青
森
港
も
本
格
的
な
築
港
を
行
い
、

連
絡
船
が
直
接
着
岸
可
能
に
な
る

な
ど
物
流
の
要
衝
と
し
て
大
き
く
発

展
し
て
い
き
ま
し
た
▼
１
９
８
８
年

の
青
函
ト
ン
ネ
ル
開
通
に
よ
り
青
函

連
絡
船
が
廃
止
と
な
り
、
現
在
の

青
森
港
は
美
し
い
景
観
を
活
か
し
た

観
光
ス
ポ
ッ
ト
と
な
って
い
ま
す
。
ま

た
、
新
し
い
埠
頭
が
整
備
さ
れ
た
こ

と
で
大
型
ク
ル
ー
ズ
船
が
寄
港
す
る

よ
う
に
な
り
、
そ
の
日
は
多
く
の
外

国
人
観
光
客
で
街
が
賑
わ
い
ま
す
▼

青
森
開
港
４
０
０
年
を
契
機
に
シ
ビ

ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
が
高
ま
る
こ
と
を
願

い
ま
す
。
そ
れ
に
し
て
も
記
念
寄
港

し
た
大
型
帆
船
「
日
本
丸
」
は
と

て
も
美
し
か
っ
た
！
（
小
田
切
）

企業を訪問して聞き取り調査㈿八戸流通センター来所

㈿石狩新港卸センター来所

高校生向け地元企業ガイダンス

て
い
て
、
効
率
良
い
働
き
方
を
し

て
い
る
所
が
印
象
に
残
っ
た
」「
職

業
選
択
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に

選
べ
ば
よ
い
か
な
ど
を
聞
く
こ
と

が
で
き
、
将
来
就
職
活
動
を
す
る

際
の
参
考
に
な
っ
た
」
と
感
想
を

述
べ
て
い
た
。

　
組
合
で
は
、
今
後
も
若
者
の
地

元
定
着
促
進
や
卸
団
地
及
び
組
合

員
企
業
の
認
知
度
向
上
を
図
る
た

め
、
合
同
企
業
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催

や
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
及
び

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
受
入
れ
等
の

若
者
定
着
促
進
事
業
を
継
続
し
て

実
施
し
て
い
く
。

　
青
森
県
立
保
健
大
学
で
は
、
問

屋
町
の
企
業
を
対
象
と
し
た
フ
ィ

ー
ル
ド
ワ
ー
ク
「
問
屋
町
健
康
調

査
実
習
」
を
実
施
し
た
。
６
月
６

日
（
金
）
に
同
大
学
の
学
生
が
チ

ー
ム
を
組
ん
で
組
合
員
企
業
を
訪

問
。
生
活
習
慣
や
健
康
の
た
め
に

気
を
つ
け
て
い
る
こ
と
な
ど
に
つ

い
て
、
企
業
の
健
康
づ
く
り
担
当

者
ら
に
聞
き
取
り
調
査
を
行
っ

た
。

　
今
年
で
５
年
目
と
な
る
同
調
査

は
大
学
の
１
年
生
必
修
科
目
と
し

て
、
地
域
で
働
く
人
の
健
康
づ
く

り
に
関
す
る
考
え
方
や
取
り
組
み

を
学
ぶ
こ
と
で
ヘ
ル
ス
プ
ロ
モ
ー

員
の
㈱
マ
ツ
ダ
ア
ン
フ
ィ
ニ
青

森
、
㈱
角
弘
、
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ー
ド

東
日
本
㈱
、
㈱
マ
エ
ダ
、
㈱
伸
和

産
業
の
５
社
が
参
加
。
は
じ
め
に

組
合
事
務
局
よ
り
問
屋
町
に
つ
い

て
説
明
し
、
続
い
て
組
合
員
５
社

が
自
社
の
沿
革
や
事
業
内
容
、
就

職
す
る
こ
と
へ
の
心
構
え
な
ど
に

つ
い
て
話
し
た
。

　
参
加
し
た
学
生
は
「
問
屋
町
に

は
１
３
３
社
も
の
企
業
が
集
約
し

　
組
合
で
は
、
６
月
12
日
（
木
）

に
青
森
明
の
星
高
等
学
校
で
地
元

企
業
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
開
催
し
、
同

校
の
２
年
生
約
１
３
０
名
が
参
加

し
た
。

　
昨
年
度
に
引
き
続
き
実
施
さ
れ

た
同
ガ
イ
ダ
ン
ス
は
、
同
校
か
ら

進
学
希
望
者
を
含
む
２
年
生
全
員

に
対
し
て
地
元
企
業
を
知
る
機
会

を
設
け
た
い
と
い
う
要
望
を
受
け

て
開
催
し
て
い
る
。
今
回
は
組
合

シ
ョ
ン
に
関
す
る
理
解
を
深
め
る

た
め
に
実
施
さ
れ
て
い
る
。
調
査

結
果
は
と
り
ま
と
め
て
報
告
会
に

て
発
表
す
る
ほ
か
、
寄
せ
ら
れ
た

声
を
行
政
に
伝
え
る
な
ど
、
地
域

の
健
康
づ
く
り
推
進
を
支
援
す

る
。
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青
森
交
通
安
全
協
会
問
屋
町
支

部
で
は
、
６
月
26
日
（
木
）
に
第

52
回
定
時
総
会
を
開
催
。
同
支
部

会
員
31
名
に
加
え
、
来
賓
と
し
て

青
森
警
察
署
八
甲
田
交
番
の
阿
部

所
長
、
同
署
交
通
安
全
対
策
係
の

山
道
主
任
、
青
森
交
通
安
全
協
会

の
打
田
主
任
が
出
席
し
た
。

　
総
会
で
は
工
藤
支
部
長
が
議
長

に
選
出
さ
れ
、議
案
審
議
の
結
果
、

全
て
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
た
。

２
０
２
５
年
３
月
14
日
に
達
成
し

た
問
屋
町
内
交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ

１
万
日
を
記
念
し
、
市
内
小
学
校

へ
の
ス
ト
ッ
プ
マ
ー
ク
寄
贈
や
青

森
市
卸
売
市
場
裏
交
差
点
へ
カ
ー

ブ
ミ
ラ
ー
を
設
置
す
る
。

　
ま
た
、
総
会
に
先
立
ち
、
昨
年

度
の
問
屋
町
交
通
安
全
街
頭
指
導

に
３
回
以
上
参
加
し
た
企
業
に
功

労
賞
が
贈
ら
れ
、
受
賞
者
61
社
を

代
表
し
て
大
青
工
業
㈱
と
㈱
技
研

に
工
藤
支
部
長
か
ら
賞
状
と
副
賞

が
手
渡
さ
れ
た
。

　
総
会
終
了
後
に
は
、
青
森
警
察

　
青
森
問
屋
町
経
営
同
友
会
と
問

屋
町
支
店
長
・
所
長
連
絡
会
の
第

28
回
合
同
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
が
６
月

15
日
（
日
）、
青
森
カ
ン
ト
リ
ー

倶
楽
部
で
開
催
さ
れ
た
。

　
当
日
は
青
友
会
の
平
川
幹
事
の

挨
拶
の
後
、
両
会
会
員
ら
18
名
が

５
組
に
分
か
れ
、
用
意
さ
れ
た
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
楽
し
み
な
が
ら

プ
レ
ー
が
行
わ
れ
た
。

　
プ
レ
ー
終
了
後
は
レ
ス
ト
ラ
ン

ラ
ヴ
ィ
で
懇
親
会
が
行
わ
れ
、
互

い
の
プ
レ
ー
を
振
り
返
り
な
が
ら

同友会・青友会　合同ゴルフコンペ

安協問屋町支部　定時総会

親
睦
を
深
め
た
。

　
コ
ン
ペ
の
結
果
は
、
第
一
印
刷

㈱
の
山
宮
常
務
が
優
勝
、
ベ
ス
ト

グ
ロ
ス
賞
は
青
果
流
通
機
構
㈱
の

長
内
専
務
が
獲
得
し
た
。

　
次
回
の
合
同
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
は

８
月
30
日
（
土
）、
十
和
田
湖
高

原
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
で
開
催
予
定
。

第
52
回
定
時
総
会
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青
森
交
通
安
全
協
会
問
屋
町
支
部

同
友
会・青
友
会

第
28
回
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

　
今
回
の
団
地
企
業
訪
問
は
、

今
年
４
月
か
ら
青
森
に
赴
任
し

て
き
た
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ー
ド
東
日

本
㈱
東
北
営
業
部
東
北
輸
送
・

機
工
営
業
所
青
森
係
の
菅
野
係

長
に
お
話
を
伺
っ
た
。

　
同
社
は
、
昭
和
37
年
４
月
設

立
。
貨
物
自
動
車
に
よ
る
貨
物

運
送
や
家
電
品
・
音
響
機
器
・

産
業
電
気
機
器
の
組
立
及
び
荷

造
梱
包
作
業
・
発
送
業
務
、
自

動
車
部
品
・
精
密
機
器
等
の
荷

造
・
発
送
業
務
な
ど
を
主
な
事

業
と
し
て
展
開
し
、
そ
の
他
労

働
者
派
遣
事
業
や
一
般
建
設
事

業
も
行
っ
て
い
る
。

　
東
京
都
台
東
区
に
本
社
を
置

き
、
社
名
に
も
あ
る
と
お
り
、

東
日
本
を
活
動
範
囲
と
し
て
幅

広
く
営
業
拠
点
を
構
え
て
い
る
。
当

団
地
内
に
拠
点
を
構
え
る
同
営
業
所

で
は
、
青
森
県
内
を
メ
イ
ン
に
機
工

事
業
や
輸
送
事
業
、
倉
庫
保
管
事
業

を
行
っ
て
い
る
。

　「
青
森
係
で
は
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン

か
ら
発
電
所

に
入
る
変
電

設
備
に
加

え
、
事
務
所

移
転
作
業
や

通
常
の
業
者

で
は
取
り
扱

わ
な
い
重
量

物
の
組
立
や

搬
出
入
等
を

行
う
機
工
事
業
な
ど
を
含
め
た
ト
ー

タ
ル
サ
ー
ビ
ス
を
主
に
提
供
し
て
お

り
ま
す
。
他
社
で
は
扱
え
な
い
重
量

物
を
扱
え
る
こ
と
を
武
器
に
、
取
扱

い
エ
リ
ア
の
拡
大
や
他
営
業
所
と
の

連
携
を
強
め
、
ニ
ー
ズ
に
お
応
え
で

き
る
よ
う
日
々
尽
力
し
て
お
り
ま

す
」
と
話
す
。

　
今
年
４
月
よ
り
青
森
係
へ
赴
任
し

て
き
た
同
氏
に
、
問
屋
町
の
印
象
や

今
後
の
目
指
す
方
向
に
つ
い
て
尋
ね

る
と
「
合
同
清
掃
や
街
頭
指
導
な
ど

の
地
域
活
動

が
盛
ん
に
行

わ
れ
て
い
る

印
象
を
受
け

ま
し
た
。
ま

た
今
後
の
目

標
と
し
て

は
、
前
任
者

が
築
き
上
げ

た
も
の
を
維

持
し
つ
つ
も
持
っ
て
い
る
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
を
駆
使
し『
堅
実
な
拠
点
運
営
』

を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
」と
語
る
。

　
同
氏
の
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
面
に
つ
い

て
話
が
進
む
と
「
趣
味
は
キ
ャ
ン
プ

で
す
。
先
日
は
弘
前
の
キ
ャ
ン
プ
場

に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
基
本
的

に
暑
い
時
期
は
キ
ャ
ン
プ
を
や

ら
な
い
よ
う
に
し
て
い
る
の
で
、

涼
し
く
な
る
秋
や
冬
の
時
期
を

狙
っ
て
ま
た
行
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
青
森
に
は
単
身
で

赴
任
し
て
き
て
い
る
の
で
す
が
、

食
事
が
本
当
に
お
い
し
く
て
外

食
が
増
え
て
し
ま
い
、
最
近
は

痩
せ
な
け
れ
ば
と
焦
っ
て
い
ま

す
。
昔
は
野
球
や
柔
道
な
ど
を

し
て
い
ま
し
た
が
、
め
っ
き
り

や
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の

で
少
し
ず
つ
運
動
は
し
て
い
こ

う
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
」
と

話
し
て
く
れ
た
。

　
座
右
の
銘
を
尋
ね
る
と
「
仕

事
や
私
生
活
に
共
通
す
る
こ
と

で
す
が
『
自
分
が
や
ら
れ
て
嫌

な
こ
と
は
し
な
い
』
と
い
う
意

識
は
常
に
念
頭
に
お
い
て
い
ま

す
」
と
笑
顔
で
答
え
た
。 （
44
歳
）

団
地
企
業
訪
問

ロジスティード東日本㈱
東北営業部 東北輸送・機工営業所

青森係　係長

菅野　光 氏
ひかるかん の

大
学
生
が
組
合
員
企
業
の

健
康
へ
の
取
り
組
み
調
査

　
６
月
11
日
（
水
）、
㈿
石
狩
新

港
卸
セ
ン
タ
ー
の
梅
本
理
事
長
ら

５
名
が
、
当
卸
団
地
を
視
察
に
訪

れ
た
。
石
狩
新
港
卸
セ
ン
タ
ー
で

は
、
卸
団
地
の
更
な
る
活
性
化
に

向
け
た
新
た
な
組
合
事
業
を
模
索

し
て
お
り
、
今
回
の
視
察
訪
問
と

な
っ
た
。

　
当
日
は
、
柳
谷
理
事
長
や
赤
坂

専
務
理
事
ら
が
対
応
。
当
組
合
の

運
営
状
況
や
事
業
活
動
な
ど
を
紹

介
し
た
後
、
活
発
な
意
見
交
換
が

行
わ
れ
た
。

　
ま
た
、
６
月
27
日
（
金
）
に
は
、

㈿
八
戸
流
通
セ
ン
タ
ー
の
松
山
理

事
長
ら
４
名
が
来
訪
し
た
。

　
八
戸
流
通
セ
ン
タ
ー
で
は
、
会

議
資
料
等
の
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
や

事
務
作
業
の
Ｄ
Ｘ
化
な
ど
を
目
指

し
、
先
行
事
例
と
し
て
当
卸
団
地

を
視
察
。
当
組
合
の
柳
谷
理
事
長

の
挨
拶
後
、
小
田
切
事
務
局
長
ら

が
グ
ー
グ
ル
フ
ォ
ー
ム
や
タ
ブ
レ

ッ
ト
の
運
用
方
法
な
ど
を
紹
介
し

た
。

当
組
合
へ
の
視
察
来
訪

相
次
ぐ

高
校
生
が
地
元
企
業
の
魅
力
に
触
れ
る

青
森
明
の
星
高
校
で
地
元
企
業
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
開
催

署
の
山
道
主
任
か
ら
交
通
安
全
に

関
す
る
講
話
が
行
わ
れ
、
会
員
に

安
全
運
転
意
識
の
更
な
る
向
上
を

促
し
た
。
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▲ ＢＳ特別講演会の
　お申込みは
　こちらから

12
日
▼
個
性
心
理
學
®
を
活
用
し

た
人
材
採
用
術

17
日
▼
業
務
効
率
化
の
た
め
の
タ

イ
ム
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

19
日
▼
人
材
コ
ス
ト
上
昇
へ
の
会

社
の
対
応

26
日
▼
楽
し
く
働
け
る
職
場
づ
く

り

参
加
料
　
無
料

講
　
師
　
Ｉ
Ｔ
の
町
医
者
　
ソ
フ

ィ
ア
ブ
レ
イ
ン
　
代
表

小
宮
山
真
吾
　
氏

６
月

３
日
▽
第
１
回
事
業
委
員
会

４
日
▽
安
協
問
屋
町
支
部
交
通
安

全
グ
ッ
ズ
寄
贈
式
（
荒
川
小

学
校
）

５
日
▽
組
合
員
昼
食
会

　
　
▽
問
屋
町
花
の
植
え
方
教
室

10
日
▽
第
１
回
集
団
健
康
診
断

（
〜
12
日
）

11
日
▽
㈿
石
狩
新
港
卸
セ
ン
タ
ー

来
所

12
日
▽
高
校
生
向
け
地
元
企
業
ガ

イ
ダ
ン
ス

15
日
▽
同
友
会
・
青
友
会
第
28
回

合
同
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

16
日
▽
金
融
審
査
会

　
　
▽
第
６
回
景
観
再
整
備
検
討

ワ
ー
キ
ン
グ
委
員
会

18
日
▽
問
屋
町
経
営
同
友
会
第
２

回
役
員
会

19
日
▽
第
３
回
問
屋
町
合
同
清
掃

　
　
▽
第
１
回
環
境
対
策
委
員
会

23
日
▽
第
２
回
企
画
情
報
委
員
会

24
日
▽
第
２
回
労
務
対
策
委
員
会

　
　
▽
第
１
回
献
血

　
　
▽
安
協
問
屋
町
支
部
カ
ー
ブ

ミ
ラ
ー
引
継
式

　
　
▽
安
協
問
屋
町
支
部
第
２
回

街
頭
指
導

26
日
▽
安
協
問
屋
町
支
部
第
52
回

定
時
総
会

27
日
▽
第
２
回
理
事
会

　
　
▽
青
森
卸
セ
ン
タ
ー
㈱
第
56

回
定
時
株
主
総
会

　
　
▽
青
森
問
屋
町
配
送
㈱
第
45

回
定
時
株
主
総
会

　
　
▽
㈿
八
戸
流
通
セ
ン
タ
ー
来

所

29
日
▽
第
１
回
問
屋
町
緑
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
隊

…
問
屋
町ビ

ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
…

　
参
加
無
料
の
問
屋
町
ビ
ジ
ネ
ス

ス
ク
ー
ル
特
別
講
演
会
を
９
月
５

日
（
金
）
に
開
催
す
る
。
　

　
今
回
の
講
演
で
は
、Ｃ
ｈ
ａ
ｔ

Ｇ
Ｐ
Ｔ
な
ど
の
生
成
Ａ
Ｉ
の
基
本

的
な
使
い
方
か
ら
仕
事
の
現
場
で

す
ぐ
に
活
か
せ
る
実
践
的
な
活
用

方
法
ま
で
を
丁
寧
に
解
説
す
る
。

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

テ
ー
マ
　
時
短
と
成
果
の
両
立
！

Ａ
Ｉ
活
用
・
爆
速
仕
事

術

日
　
時
　
９
月
５
日
（
金
）

　
　
　
　 

午
後
１
時
30
分

〜
３
時
30
分

会
　
場
　
問
屋
町
会
館

　
　
　
　
２
階
大
会
議
室

　
　
　
　※

オ
ン
ラ
イ
ン
受
講
可
能

問
屋
町
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル

特
別
講
演
会
開
催
の
ご
案
内

本　　社　青森市第二問屋町三丁目６番１２号
 電話(０１７)７３９ー２４３６
八戸支店　八戸市大字長苗代字前田 68 番地
 電話(０１７８)２８ー５１６１

UBE
カイハツ産業グループ

車のことならまかせて安心

㈱マツダアンフィニ青森
問屋町カーサービス事業部

弊社データセンターにお任せください。

    

第
１
回
集
団
健
康
診
断

問
屋
町
会
館
前
で
献
血

青
森
開
港
４
０
０
年

　  

イ
ベ
ン
ト
等
を
紹
介

　
６
月
５
日
（
木
）
に
今
年
度
１

回
目
と
な
る
組
合
員
昼
食
会
が
開

催
さ
れ
、
組
合
員
ら
52
名
が
参
加

し
た
。

　
は
じ
め
に
、
み
な
と
ま
ち
・
あ

お
も
り
誕
生
４
０
０
年
実
行
委
員

会
の
平
田
運
営
委
員
が
、
青
森
開

港
４
０
０
年
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て

紹
介
し
た
。
１
６
２
５
年
に
津
軽

〜
江
戸
間
の
廻
船
就
航
が
幕
府
に

許
可
さ
れ
た
こ
と
か
ら
２
０
２
５

年
を
開
港
４
０
０
年
と
し
て
定

義
。
４
０
０
人
に
よ
る
出
航
テ
ー

プ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
青
森
開
港
フ

ォ
ー
ラ
ム
の
開
催
、大
型
帆
船「
日

３
大
疾
病
グ
ル
ー
プ
保
険
の
会
社

掛
が
新
た
に
発
売
さ
れ
た
こ
と
を

Ｐ
Ｒ
し
た
。

　
最
後
に
組
合
事
務
局
の
五
十
嵐

業
務
課
長
が
、
７
月
か
ら
着
工
予

定
の
問
屋
町
地
区
街
路
樹
伐
採
に

つ
い
て
説
明
し
た
。

　
６
月
５
日
（
木
）
に
、
問
屋
町

の
南
側
に
隣
接
す
る
㈱
ユ
ア
テ
ッ

ク
青
森
支
社
・
青
森
営
業
所
合
同

の
清
掃
活
動
が
実
施
さ
れ
た
。
地

域
貢
献
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
し

て
、
同
社
周
辺
か
ら
問
屋
町
地
区

沿
道
ま
で
社
員
が
広
範
囲
に
わ
た

り
ご
み
拾
い
を
行
っ
た
。

　
ユ
ア
テ
ッ
ク
の
清
掃
活
動
は
同

社
の
Ｃ
Ｓ
Ｒ
活
動
の
一
環
と
し
て

２
０
０
６
年
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、

今
年
で
19
年
目
を
迎
え
る
。
同
活

動
は
、
毎
年
、
春
と
夏
の
２
回
実

施
さ
れ
同
社
の
恒
例
行
事
と
な
っ

て
お
り
、
社
員
一
人
ひ
と
り
が
環

境
保
全
へ
の
意
識
を
高
め
る
機
会

に
も
な
っ
て
い
る
。

　
そ
の
ほ
か
同
社
で
は
、
問
屋
町

緑
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
隊
の
活
動
に

も
積
極
的
に
参
加
し
て
お
り
、
地

域
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
な

が
ら
問
屋
町
の
景
観
美
化
活
動
に

お
い
て
も
大
き
く
貢
献
し
て
い

る
。

組合員昼食会

ユアテックがボランティア清掃 移動献血バスで献血

集団健康診断

の
意
見
に
つ
い
て

案
件
三
．
企
画
情
報
委
員
会
か
ら

の
意
見
に
つ
い
て

　
景
観
事
業
20
周
年
記
念
事
業
の

実
施
な
ど
が
承
認
さ
れ
た
。

案
件
四
．
環
境
対
策
委
員
会
か
ら

の
意
見
に
つ
い
て

案
件
五
．
景
観
再
整
備
検
討
ワ
ー

キ
ン
グ
委
員
会
か
ら
の
意
見
に
つ

い
て

案
件
六
．
２
０
２
５
年
度
役
員
報

酬
に
つ
い
て

案
件
七
．
２
０
２
５
年
度
第
３
回

理
事
会
の
日
程
等
に
つ
い
て

　
そ
の
後
、
青
森
卸
セ
ン
タ
ー
㈱

の
第
56
回
定
時
株
主
総
会
及
び
青

森
問
屋
町
配
送
㈱
第
45
回
定
時
株

主
総
会
も
開
か
れ
、審
議
の
結
果
、

提
出
案
件
が
全
て
原
案
ど
お
り
承

認
さ
れ
た
。

　
ま
た
、
６
月
10
日
、
11
日
の
２

日
間
、
住
友
生
命
保
険
相
互
会
社

が
Ｉ
ｎ
Ｂ
ｏ
ｄｙ（
イ
ン
ボ
デ
ィ
）

測
定
無
料
体
験
ブ
ー
ス
を
開
設
。

健
康
診
断
を
終
え
た
受
診
者
ら
25

名
が
体
験
し
た
。Ｉ
ｎ
Ｂ
ｏ
ｄｙ

測
定
と
は
、
体
内
の
水
分
、
タ
ン

パ
ク
質
、
ミ
ネ
ラ
ル
、
体
脂
肪
な

ど
の
量
を
測
定
し
、
栄
養
状
態
や

筋
肉
量
、
体
脂
肪
率
な
ど
を
把
握

で
き
る
。

　
そ
の
ほ
か
、
㈱
ポ
ー
ラ
に
よ
る

ハ
ン
ド
ト
リ
ー
ト
メ
ン
ト
無
料
体

験
会
も
同
時
開
催
さ
れ
、
３
日
間

で
15
名
が
利
用
し
た
。

　
組
合
で
は
、
６
月
10
日
（
火
）

か
ら
12
日
（
木
）
の
３
日
間
、
第

１
回
集
団
健
康
診
断
を
開
催
。
組

合
員
を
は
じ
め
近
隣
企
業
か
ら
２

２
６
名
が
受
診
し
た
。

　
６
月
24
日
（
火
）
に
今
年
度
１

回
目
の
献
血
が
問
屋
町
会
館
前
で

実
施
さ
れ
、
組
合
員
従
業
員
ら
13

名
が
献
血
し
た
。

　
次
回
の
献
血
は
10
月
23
日（
木
）

を
予
定
。
輸
血
を
待
つ
方
に
血
液

を
安
定
的
に
届
け
る
た
め
に
、
ぜ

ひ
献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　
２
０
２
５
年
度
第
２
回
理
事
会

が
６
月
27
日
（
金
）
に
問
屋
町
会

館
で
開
か
れ
、
審
議
の
結
果
、
全

て
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
た
。

　
ま
た
、
事
務
局
か
ら
は
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
を
集
め
て
世
界
の
子
ど
も

に
ワ
ク
チ
ン
を
運
動
の
実
施
結
果

や
令
和
７
年
度
卸
商
業
団
地
構
造

変
化
等
対
応
支
援
事
業
の
実
施
な

ど
に
つ
い
て
報
告
し
た
。

　
主
な
案
件
審
議
は
次
の
と
お

り
。

案
件
一
．
事
業
委
員
会
か
ら
の
意

見
に
つ
い
て

案
件
二
．
労
務
対
策
委
員
会
か
ら

本
丸
」
の
一
般
公
開
や
ｓ
ｅ
ａ
級

グ
ル
メ
全
国
大
会
な
ど
各
種
記
念

イ
ベ
ン
ト
が
目
白
押
し
。
平
田
氏

は
「
こ
の
開
港
４
０
０
年
を
契
機

に
、
あ
お
も
り
の
伝
統
や
文
化
を

継
承
し
な
が
ら
そ
の
歴
史
を
将
来

に
つ
な
い
で
活
か
し
た
い
。
世
代

を
超
え
て
一
緒
に
考
え
、
地
域
に

愛
着
を
持
っ
て
定
住
す
る
市
民
を

増
や
し
て
い
き
た
い
」と
語
っ
た
。

　
続
い
て
、
㈱
ラ
イ
ン
メ
ー
ル
青

森
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
の
小
向

ゼ
ネ
ラ
ル
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
井
上

チ
ー
フ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
が
、Ｊ
３

昇
格
を
目
指
す
同
ク
ラ
ブ
へ
の
応

援
を
呼
び
か
け
た
。

　
次
に
、
住
友
生
命
保
険
が
、
全

国
卸
商
業
団
地
協
同
組
合
連
合
会

に
加
入
す
る
卸
団
地
の
組
合
員
及

び
従
業
員
が
加
入
で
き
る
お
得
な

景
観
事
業
20
周
年
記
念
事
業

の
実
施
な
ど
承
認第２

回
理
事
会

組
合
員
昼
食
会

ユ
ア
テ
ッ
ク
が
地
域
貢
献

活
動
で
問
屋
町
の
清
掃
実
施

青森県立青森高等技術専門校
校長

鳴海　圭 氏
わたるなる み

　「
青
森
高
等
技
術
専
門
校
」
と
聞

い
て
ど
ん
な
こ
と
を
や
っ
て
い
る

学
校
か
ピ
ン
と
来
る
方
は
少
な
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
か
く

言
う
私
も
、
長
ら
く
県
の
経
済
産

業
部
に
在
籍
し
て
い
な
が
ら
労
働

行
政
の
経
験
が
な
か
っ
た
た
め
、

恥
ず
か
し
な
が
ら
昨
年
４
月
に
着

任
す
る
ま
で
本
校
に
つ
い
て
詳
し

　
今
月
号
か
ら「
経
済
雑
感
」コ
ー

ナ
ー
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、「
ち
ょ

こ
っ
と
情
報
室
」
と
し
て
経
済
に

限
ら
ず
組
合
員
の
た
め
に
な
る

様
々
な
情
報
を
お
届
け
す
る
。

　
シ
リ
ー
ズ
第
１
弾
は
、
青
森
県

立
青
森
高
等
技
術
専
門
校
の
鳴
海

校
長
に
ご
寄
稿
い
た
だ
い
た
。

く
知
ら
な
か
っ
た
と
い
う
の
が
実
態

で
す
。
今
回
、
幸
運
に
も
本
稿
執
筆

の
機
会
を
頂
戴
し
ま
し
た
の
で
、
本

校
の
概
要
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
本
校
は
、
昭
和
22
年
に
開
設
さ
れ

た
県
立
の
職
業
能
力
開
発
校
で
、「
産

業
基
盤
・
社
会

資
本
の
整
備
に

欠
か
せ
な
い
人

財
の
育
成
」
を

ミ
ッ
シ
ョ
ン
に

掲
げ
、
現
場
で

即
戦
力
と
な
る

電
気
・
土
木
系

の
技
術
者
・
技

能
者
の
育
成
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
訓
練
の
体
系

と
し
ま
し
て
は
、⑴
２
年
課
程
で
電

気
・
土
木
系
技
術
者
等
を
養
成
す
る

「
学
卒
者
訓
練
」、⑵
在
職
者
を
対
象
に

短
期
技
術
講
習
等
を
行
う
「
在
職
者

訓
練
」、⑶
外
部
機
関
に
委
託
し
て
離

転
職
者
や
障
が
い
者
向
け
訓
練
を
行

う「
委
託
訓
練
」の
３
つ
に
な
り
ま
す
。

　
⑴「
学
卒
者
訓
練
」
で
は
、「
電
気

設
備
施
工
科
」
と
「
土
木
施
工
管
理
・

測
量
科
」
の
２
科
を
設
置
し
て
お
り
、

仕
事
に
必
要
な
知
識
・
技
術
等
の
習

得
に
特
化
し
た
実
践
的
な
訓
練
を

行
っ
て
い
ま
す
。
主
な
セ
ー
ル
ス
ポ

イ
ン
ト
と
し
ま

し
て
は
、①
１

学
年
各
科
定
員

20
名
の
少
人
数

制
に
よ
る
親
身

な
指
導
に
よ
り

未
経
験
者
で
も

技
術
等
を
習
得

で
き
る
②
学
費

が
非
常
に
リ
ー

ズ
ナ
ブ
ル
（
月
額
９
９
０
０
円
）③
電

気
・
土
木
系
の
各
種
資
格
取
得
に
強

い
④
現
場
に
近
い
実
習
環
境
に
よ
り

就
職
後
に
即
戦
力
と
し
て
活
躍
で
き

る
⑤
６
年
連
続
で
就
職
率
１
０
０
％

―

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
強
み
を
有
し
て
い
る

本
校
で
す
が
、
少
子
化
に
よ
る
高

校
卒
業
生
の
減
少
、
大
学
進
学
率

の
向
上
、
人
手
不
足
に
よ
る
高
卒

者
へ
の
求
人
の
増
加
な
ど
の
外
部

環
境
の
変
化
に
よ
り
、
近
年
志
願

者
数
が
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
本
校

で
は
学
校
価
値
を
今
後
も
地
域
社

会
に
還
元
し
て
い
く
べ
く
認
知
度

向
上
に
向
け
た
取
組
を
強
化
し
て

い
ま
す
。
限
ら
れ
た
予
算
と
人
員

の
中
で
で
き
る
こ
と
は
限
定
さ
れ

て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、「
上

手
く
行
く
か
全
く
わ
か
ら
な
い
中

で
も
と
り
あ
え
ず
足
を
踏
み
出
し

て
み
る
」…

経
済
学
者
で
起
業
家

の
成
田
悠
輔
氏
が
説
く
「
意
味
不

明
な
勇
気
」
を
念
頭
に
置
き
、
本

校
一
丸
と
な
っ
て
カ
イ
ゼ
ン
を
進

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
来
月
号
で
は
、⑵「
在
職
者
訓
練
」

と
⑶「
委
託
訓
練
」
に
つ
い
て
ご
紹

介
し
ま
す
。

（
つ
づ
く
）

第
一
回

ち
ょ
こ
っ
と
情
報
室

青
森
県
立
青
森
高
等
技
術
専
門
校

校
長
　鳴
海
　圭
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▲ ＢＳ特別講演会の
　お申込みは
　こちらから

12
日
▼
個
性
心
理
學
®
を
活
用
し

た
人
材
採
用
術

17
日
▼
業
務
効
率
化
の
た
め
の
タ

イ
ム
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

19
日
▼
人
材
コ
ス
ト
上
昇
へ
の
会

社
の
対
応

26
日
▼
楽
し
く
働
け
る
職
場
づ
く

り

参
加
料
　
無
料

講
　
師
　
Ｉ
Ｔ
の
町
医
者
　
ソ
フ

ィ
ア
ブ
レ
イ
ン
　
代
表

小
宮
山
真
吾
　
氏

６
月

３
日
▽
第
１
回
事
業
委
員
会

４
日
▽
安
協
問
屋
町
支
部
交
通
安

全
グ
ッ
ズ
寄
贈
式
（
荒
川
小

学
校
）

５
日
▽
組
合
員
昼
食
会

　
　
▽
問
屋
町
花
の
植
え
方
教
室

10
日
▽
第
１
回
集
団
健
康
診
断

（
〜
12
日
）

11
日
▽
㈿
石
狩
新
港
卸
セ
ン
タ
ー

来
所

12
日
▽
高
校
生
向
け
地
元
企
業
ガ

イ
ダ
ン
ス

15
日
▽
同
友
会
・
青
友
会
第
28
回

合
同
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

16
日
▽
金
融
審
査
会

　
　
▽
第
６
回
景
観
再
整
備
検
討

ワ
ー
キ
ン
グ
委
員
会

18
日
▽
問
屋
町
経
営
同
友
会
第
２

回
役
員
会

19
日
▽
第
３
回
問
屋
町
合
同
清
掃

　
　
▽
第
１
回
環
境
対
策
委
員
会

23
日
▽
第
２
回
企
画
情
報
委
員
会

24
日
▽
第
２
回
労
務
対
策
委
員
会

　
　
▽
第
１
回
献
血

　
　
▽
安
協
問
屋
町
支
部
カ
ー
ブ

ミ
ラ
ー
引
継
式

　
　
▽
安
協
問
屋
町
支
部
第
２
回

街
頭
指
導

26
日
▽
安
協
問
屋
町
支
部
第
52
回

定
時
総
会

27
日
▽
第
２
回
理
事
会

　
　
▽
青
森
卸
セ
ン
タ
ー
㈱
第
56

回
定
時
株
主
総
会

　
　
▽
青
森
問
屋
町
配
送
㈱
第
45

回
定
時
株
主
総
会

　
　
▽
㈿
八
戸
流
通
セ
ン
タ
ー
来

所

29
日
▽
第
１
回
問
屋
町
緑
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
隊

…
問
屋
町ビ

ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
…

　
参
加
無
料
の
問
屋
町
ビ
ジ
ネ
ス

ス
ク
ー
ル
特
別
講
演
会
を
９
月
５

日
（
金
）
に
開
催
す
る
。
　

　
今
回
の
講
演
で
は
、Ｃ
ｈ
ａ
ｔ

Ｇ
Ｐ
Ｔ
な
ど
の
生
成
Ａ
Ｉ
の
基
本

的
な
使
い
方
か
ら
仕
事
の
現
場
で

す
ぐ
に
活
か
せ
る
実
践
的
な
活
用

方
法
ま
で
を
丁
寧
に
解
説
す
る
。

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

テ
ー
マ
　
時
短
と
成
果
の
両
立
！

Ａ
Ｉ
活
用
・
爆
速
仕
事

術

日
　
時
　
９
月
５
日
（
金
）

　
　
　
　 

午
後
１
時
30
分

〜
３
時
30
分

会
　
場
　
問
屋
町
会
館

　
　
　
　
２
階
大
会
議
室

　
　
　
　※

オ
ン
ラ
イ
ン
受
講
可
能

問
屋
町
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル

特
別
講
演
会
開
催
の
ご
案
内

本　　社　青森市第二問屋町三丁目６番１２号
 電話(０１７)７３９ー２４３６
八戸支店　八戸市大字長苗代字前田 68 番地
 電話(０１７８)２８ー５１６１

UBE
カイハツ産業グループ

車のことならまかせて安心

㈱マツダアンフィニ青森
問屋町カーサービス事業部

弊社データセンターにお任せください。

    

第
１
回
集
団
健
康
診
断

問
屋
町
会
館
前
で
献
血

青
森
開
港
４
０
０
年

　  

イ
ベ
ン
ト
等
を
紹
介

　
６
月
５
日
（
木
）
に
今
年
度
１

回
目
と
な
る
組
合
員
昼
食
会
が
開

催
さ
れ
、
組
合
員
ら
52
名
が
参
加

し
た
。

　
は
じ
め
に
、
み
な
と
ま
ち
・
あ

お
も
り
誕
生
４
０
０
年
実
行
委
員

会
の
平
田
運
営
委
員
が
、
青
森
開

港
４
０
０
年
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て

紹
介
し
た
。
１
６
２
５
年
に
津
軽

〜
江
戸
間
の
廻
船
就
航
が
幕
府
に

許
可
さ
れ
た
こ
と
か
ら
２
０
２
５

年
を
開
港
４
０
０
年
と
し
て
定

義
。
４
０
０
人
に
よ
る
出
航
テ
ー

プ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
青
森
開
港
フ

ォ
ー
ラ
ム
の
開
催
、大
型
帆
船「
日

３
大
疾
病
グ
ル
ー
プ
保
険
の
会
社

掛
が
新
た
に
発
売
さ
れ
た
こ
と
を

Ｐ
Ｒ
し
た
。

　
最
後
に
組
合
事
務
局
の
五
十
嵐

業
務
課
長
が
、
７
月
か
ら
着
工
予

定
の
問
屋
町
地
区
街
路
樹
伐
採
に

つ
い
て
説
明
し
た
。

　
６
月
５
日
（
木
）
に
、
問
屋
町

の
南
側
に
隣
接
す
る
㈱
ユ
ア
テ
ッ

ク
青
森
支
社
・
青
森
営
業
所
合
同

の
清
掃
活
動
が
実
施
さ
れ
た
。
地

域
貢
献
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
し

て
、
同
社
周
辺
か
ら
問
屋
町
地
区

沿
道
ま
で
社
員
が
広
範
囲
に
わ
た

り
ご
み
拾
い
を
行
っ
た
。

　
ユ
ア
テ
ッ
ク
の
清
掃
活
動
は
同

社
の
Ｃ
Ｓ
Ｒ
活
動
の
一
環
と
し
て

２
０
０
６
年
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、

今
年
で
19
年
目
を
迎
え
る
。
同
活

動
は
、
毎
年
、
春
と
夏
の
２
回
実

施
さ
れ
同
社
の
恒
例
行
事
と
な
っ

て
お
り
、
社
員
一
人
ひ
と
り
が
環

境
保
全
へ
の
意
識
を
高
め
る
機
会

に
も
な
っ
て
い
る
。

　
そ
の
ほ
か
同
社
で
は
、
問
屋
町

緑
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
隊
の
活
動
に

も
積
極
的
に
参
加
し
て
お
り
、
地

域
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
な

が
ら
問
屋
町
の
景
観
美
化
活
動
に

お
い
て
も
大
き
く
貢
献
し
て
い

る
。

組合員昼食会

ユアテックがボランティア清掃 移動献血バスで献血

集団健康診断

の
意
見
に
つ
い
て

案
件
三
．
企
画
情
報
委
員
会
か
ら

の
意
見
に
つ
い
て

　
景
観
事
業
20
周
年
記
念
事
業
の

実
施
な
ど
が
承
認
さ
れ
た
。

案
件
四
．
環
境
対
策
委
員
会
か
ら

の
意
見
に
つ
い
て

案
件
五
．
景
観
再
整
備
検
討
ワ
ー

キ
ン
グ
委
員
会
か
ら
の
意
見
に
つ

い
て

案
件
六
．
２
０
２
５
年
度
役
員
報

酬
に
つ
い
て

案
件
七
．
２
０
２
５
年
度
第
３
回

理
事
会
の
日
程
等
に
つ
い
て

　
そ
の
後
、
青
森
卸
セ
ン
タ
ー
㈱

の
第
56
回
定
時
株
主
総
会
及
び
青

森
問
屋
町
配
送
㈱
第
45
回
定
時
株

主
総
会
も
開
か
れ
、審
議
の
結
果
、

提
出
案
件
が
全
て
原
案
ど
お
り
承

認
さ
れ
た
。

　
ま
た
、
６
月
10
日
、
11
日
の
２

日
間
、
住
友
生
命
保
険
相
互
会
社

が
Ｉ
ｎ
Ｂ
ｏ
ｄｙ（
イ
ン
ボ
デ
ィ
）

測
定
無
料
体
験
ブ
ー
ス
を
開
設
。

健
康
診
断
を
終
え
た
受
診
者
ら
25

名
が
体
験
し
た
。Ｉ
ｎ
Ｂ
ｏ
ｄｙ

測
定
と
は
、
体
内
の
水
分
、
タ
ン

パ
ク
質
、
ミ
ネ
ラ
ル
、
体
脂
肪
な

ど
の
量
を
測
定
し
、
栄
養
状
態
や

筋
肉
量
、
体
脂
肪
率
な
ど
を
把
握

で
き
る
。

　
そ
の
ほ
か
、
㈱
ポ
ー
ラ
に
よ
る

ハ
ン
ド
ト
リ
ー
ト
メ
ン
ト
無
料
体

験
会
も
同
時
開
催
さ
れ
、
３
日
間

で
15
名
が
利
用
し
た
。

　
組
合
で
は
、
６
月
10
日
（
火
）

か
ら
12
日
（
木
）
の
３
日
間
、
第

１
回
集
団
健
康
診
断
を
開
催
。
組

合
員
を
は
じ
め
近
隣
企
業
か
ら
２

２
６
名
が
受
診
し
た
。

　
６
月
24
日
（
火
）
に
今
年
度
１

回
目
の
献
血
が
問
屋
町
会
館
前
で

実
施
さ
れ
、
組
合
員
従
業
員
ら
13

名
が
献
血
し
た
。

　
次
回
の
献
血
は
10
月
23
日（
木
）

を
予
定
。
輸
血
を
待
つ
方
に
血
液

を
安
定
的
に
届
け
る
た
め
に
、
ぜ

ひ
献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　
２
０
２
５
年
度
第
２
回
理
事
会

が
６
月
27
日
（
金
）
に
問
屋
町
会

館
で
開
か
れ
、
審
議
の
結
果
、
全

て
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
た
。

　
ま
た
、
事
務
局
か
ら
は
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
を
集
め
て
世
界
の
子
ど
も

に
ワ
ク
チ
ン
を
運
動
の
実
施
結
果

や
令
和
７
年
度
卸
商
業
団
地
構
造

変
化
等
対
応
支
援
事
業
の
実
施
な

ど
に
つ
い
て
報
告
し
た
。

　
主
な
案
件
審
議
は
次
の
と
お

り
。

案
件
一
．
事
業
委
員
会
か
ら
の
意

見
に
つ
い
て

案
件
二
．
労
務
対
策
委
員
会
か
ら

本
丸
」
の
一
般
公
開
や
ｓ
ｅ
ａ
級

グ
ル
メ
全
国
大
会
な
ど
各
種
記
念

イ
ベ
ン
ト
が
目
白
押
し
。
平
田
氏

は
「
こ
の
開
港
４
０
０
年
を
契
機

に
、
あ
お
も
り
の
伝
統
や
文
化
を

継
承
し
な
が
ら
そ
の
歴
史
を
将
来

に
つ
な
い
で
活
か
し
た
い
。
世
代

を
超
え
て
一
緒
に
考
え
、
地
域
に

愛
着
を
持
っ
て
定
住
す
る
市
民
を

増
や
し
て
い
き
た
い
」と
語
っ
た
。

　
続
い
て
、
㈱
ラ
イ
ン
メ
ー
ル
青

森
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
の
小
向

ゼ
ネ
ラ
ル
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
井
上

チ
ー
フ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
が
、Ｊ
３

昇
格
を
目
指
す
同
ク
ラ
ブ
へ
の
応

援
を
呼
び
か
け
た
。

　
次
に
、
住
友
生
命
保
険
が
、
全

国
卸
商
業
団
地
協
同
組
合
連
合
会

に
加
入
す
る
卸
団
地
の
組
合
員
及

び
従
業
員
が
加
入
で
き
る
お
得
な

景
観
事
業
20
周
年
記
念
事
業

の
実
施
な
ど
承
認第２

回
理
事
会

組
合
員
昼
食
会

ユ
ア
テ
ッ
ク
が
地
域
貢
献

活
動
で
問
屋
町
の
清
掃
実
施

青森県立青森高等技術専門校
校長

鳴海　圭 氏
わたるなる み

　「
青
森
高
等
技
術
専
門
校
」
と
聞

い
て
ど
ん
な
こ
と
を
や
っ
て
い
る

学
校
か
ピ
ン
と
来
る
方
は
少
な
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
か
く

言
う
私
も
、
長
ら
く
県
の
経
済
産

業
部
に
在
籍
し
て
い
な
が
ら
労
働

行
政
の
経
験
が
な
か
っ
た
た
め
、

恥
ず
か
し
な
が
ら
昨
年
４
月
に
着

任
す
る
ま
で
本
校
に
つ
い
て
詳
し

　
今
月
号
か
ら「
経
済
雑
感
」コ
ー

ナ
ー
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、「
ち
ょ

こ
っ
と
情
報
室
」
と
し
て
経
済
に

限
ら
ず
組
合
員
の
た
め
に
な
る

様
々
な
情
報
を
お
届
け
す
る
。

　
シ
リ
ー
ズ
第
１
弾
は
、
青
森
県

立
青
森
高
等
技
術
専
門
校
の
鳴
海

校
長
に
ご
寄
稿
い
た
だ
い
た
。

く
知
ら
な
か
っ
た
と
い
う
の
が
実
態

で
す
。
今
回
、
幸
運
に
も
本
稿
執
筆

の
機
会
を
頂
戴
し
ま
し
た
の
で
、
本

校
の
概
要
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
本
校
は
、
昭
和
22
年
に
開
設
さ
れ

た
県
立
の
職
業
能
力
開
発
校
で
、「
産

業
基
盤
・
社
会

資
本
の
整
備
に

欠
か
せ
な
い
人

財
の
育
成
」
を

ミ
ッ
シ
ョ
ン
に

掲
げ
、
現
場
で

即
戦
力
と
な
る

電
気
・
土
木
系

の
技
術
者
・
技

能
者
の
育
成
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
訓
練
の
体
系

と
し
ま
し
て
は
、⑴
２
年
課
程
で
電

気
・
土
木
系
技
術
者
等
を
養
成
す
る

「
学
卒
者
訓
練
」、⑵
在
職
者
を
対
象
に

短
期
技
術
講
習
等
を
行
う
「
在
職
者

訓
練
」、⑶
外
部
機
関
に
委
託
し
て
離

転
職
者
や
障
が
い
者
向
け
訓
練
を
行

う「
委
託
訓
練
」の
３
つ
に
な
り
ま
す
。

　
⑴「
学
卒
者
訓
練
」
で
は
、「
電
気

設
備
施
工
科
」
と
「
土
木
施
工
管
理
・

測
量
科
」
の
２
科
を
設
置
し
て
お
り
、

仕
事
に
必
要
な
知
識
・
技
術
等
の
習

得
に
特
化
し
た
実
践
的
な
訓
練
を

行
っ
て
い
ま
す
。
主
な
セ
ー
ル
ス
ポ

イ
ン
ト
と
し
ま

し
て
は
、①
１

学
年
各
科
定
員

20
名
の
少
人
数

制
に
よ
る
親
身

な
指
導
に
よ
り

未
経
験
者
で
も

技
術
等
を
習
得

で
き
る
②
学
費

が
非
常
に
リ
ー

ズ
ナ
ブ
ル
（
月
額
９
９
０
０
円
）③
電

気
・
土
木
系
の
各
種
資
格
取
得
に
強

い
④
現
場
に
近
い
実
習
環
境
に
よ
り

就
職
後
に
即
戦
力
と
し
て
活
躍
で
き

る
⑤
６
年
連
続
で
就
職
率
１
０
０
％

―

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
強
み
を
有
し
て
い
る

本
校
で
す
が
、
少
子
化
に
よ
る
高

校
卒
業
生
の
減
少
、
大
学
進
学
率

の
向
上
、
人
手
不
足
に
よ
る
高
卒

者
へ
の
求
人
の
増
加
な
ど
の
外
部

環
境
の
変
化
に
よ
り
、
近
年
志
願

者
数
が
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
本
校

で
は
学
校
価
値
を
今
後
も
地
域
社

会
に
還
元
し
て
い
く
べ
く
認
知
度

向
上
に
向
け
た
取
組
を
強
化
し
て

い
ま
す
。
限
ら
れ
た
予
算
と
人
員

の
中
で
で
き
る
こ
と
は
限
定
さ
れ

て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、「
上

手
く
行
く
か
全
く
わ
か
ら
な
い
中

で
も
と
り
あ
え
ず
足
を
踏
み
出
し

て
み
る
」…

経
済
学
者
で
起
業
家

の
成
田
悠
輔
氏
が
説
く
「
意
味
不

明
な
勇
気
」
を
念
頭
に
置
き
、
本

校
一
丸
と
な
っ
て
カ
イ
ゼ
ン
を
進

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
来
月
号
で
は
、⑵「
在
職
者
訓
練
」

と
⑶「
委
託
訓
練
」
に
つ
い
て
ご
紹

介
し
ま
す
。

（
つ
づ
く
）

第
一
回

ち
ょ
こ
っ
と
情
報
室

青
森
県
立
青
森
高
等
技
術
専
門
校

校
長
　鳴
海
　圭
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青
森
県
の
大
き
な
課
題
の

一
つ
が
若
者
の
県
外
流
出
。

そ
の
一
因
は
学
生
と
地
域
企

業
と
の
つ
な
が
り
が
弱
い
こ
と

に
も
あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

地
元
企
業
ガ
イ
ダ
ン
ス
で
地

元
に
も
い
い
企
業
が
た
く
さ

ん
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
も
ら
え
れ
ば

▼
さ
て
、
青
森
市
は
青
森
開
港
４
０

０
年
イ
ベ
ン
ト
真
っ
只
中
。
青
森
港

開
港
は
１
６
２
５
年
５
月
に
弘
前
藩

第
二
代
津
軽
信
枚
（
の
ぶ
ひ
ら
）
が

津
軽
か
ら
江
戸
への
廻
船
就
航
を
幕

府
か
ら
許
可
さ
れ
た
こ
と
が
始
ま
り

と
の
こ
と
。
こ
れ
に
あ
わ
せ
て
１
６

２
６
年
４
月
、
家
臣
の
森
山
弥
七

郎
に
当
地
を
「
青
森
」
と
し
て
ま
ち

づ
く
り
す
る
こ
と
が
命
じ
ら
れ
、
青

森
の
ま
ち
づ
く
り
が
始
ま
り
ま
し
た

▼
青
森
市
は
ま
さ
に
こ
の
青
森
港
を

中
心
に
発
展
を
遂
げ
、
そ
の
根
元

は
お
米
が
集
ま
る
こ
と
に
あ
っ
た
そ

う
で
す
。
当
時
の
津
軽
藩
で
一
番
の

物
産
は
お
米
で
あ
り
、
こ
れ
を
江
戸

に
運
ぶ
こ
と
が
青
森
港
の
担
う
べ
き

役
割
で
す
。
市
内
に
は
商
品
の
流
通

を
担
う
問
屋
が
多
数
存
在
し
て
い
ま

し
た
が
、
中
で
も
お
米
を
扱
う
米

町
が
青
森
市
の
中
心
だ
っ
た
と
い
う

記
述
も
あ
り
ま
す
▼
そ
の
後
、
上
野

〜
青
森
間
の
鉄
道
が
開
通
し
、
１
９

０
８
年
に
は
青
函
連
絡
船
が
就
航
。

青
森
港
も
本
格
的
な
築
港
を
行
い
、

連
絡
船
が
直
接
着
岸
可
能
に
な
る

な
ど
物
流
の
要
衝
と
し
て
大
き
く
発

展
し
て
い
き
ま
し
た
▼
１
９
８
８
年

の
青
函
ト
ン
ネ
ル
開
通
に
よ
り
青
函

連
絡
船
が
廃
止
と
な
り
、
現
在
の

青
森
港
は
美
し
い
景
観
を
活
か
し
た

観
光
ス
ポ
ッ
ト
と
な
って
い
ま
す
。
ま

た
、
新
し
い
埠
頭
が
整
備
さ
れ
た
こ

と
で
大
型
ク
ル
ー
ズ
船
が
寄
港
す
る

よ
う
に
な
り
、
そ
の
日
は
多
く
の
外

国
人
観
光
客
で
街
が
賑
わ
い
ま
す
▼

青
森
開
港
４
０
０
年
を
契
機
に
シ
ビ

ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
が
高
ま
る
こ
と
を
願

い
ま
す
。
そ
れ
に
し
て
も
記
念
寄
港

し
た
大
型
帆
船
「
日
本
丸
」
は
と

て
も
美
し
か
っ
た
！
（
小
田
切
）

企業を訪問して聞き取り調査㈿八戸流通センター来所

㈿石狩新港卸センター来所

高校生向け地元企業ガイダンス

て
い
て
、
効
率
良
い
働
き
方
を
し

て
い
る
所
が
印
象
に
残
っ
た
」「
職

業
選
択
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に

選
べ
ば
よ
い
か
な
ど
を
聞
く
こ
と

が
で
き
、
将
来
就
職
活
動
を
す
る

際
の
参
考
に
な
っ
た
」
と
感
想
を

述
べ
て
い
た
。

　
組
合
で
は
、
今
後
も
若
者
の
地

元
定
着
促
進
や
卸
団
地
及
び
組
合

員
企
業
の
認
知
度
向
上
を
図
る
た

め
、
合
同
企
業
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催

や
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
及
び

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
受
入
れ
等
の

若
者
定
着
促
進
事
業
を
継
続
し
て

実
施
し
て
い
く
。

　
青
森
県
立
保
健
大
学
で
は
、
問

屋
町
の
企
業
を
対
象
と
し
た
フ
ィ

ー
ル
ド
ワ
ー
ク
「
問
屋
町
健
康
調

査
実
習
」
を
実
施
し
た
。
６
月
６

日
（
金
）
に
同
大
学
の
学
生
が
チ

ー
ム
を
組
ん
で
組
合
員
企
業
を
訪

問
。
生
活
習
慣
や
健
康
の
た
め
に

気
を
つ
け
て
い
る
こ
と
な
ど
に
つ

い
て
、
企
業
の
健
康
づ
く
り
担
当

者
ら
に
聞
き
取
り
調
査
を
行
っ

た
。

　
今
年
で
５
年
目
と
な
る
同
調
査

は
大
学
の
１
年
生
必
修
科
目
と
し

て
、
地
域
で
働
く
人
の
健
康
づ
く

り
に
関
す
る
考
え
方
や
取
り
組
み

を
学
ぶ
こ
と
で
ヘ
ル
ス
プ
ロ
モ
ー

員
の
㈱
マ
ツ
ダ
ア
ン
フ
ィ
ニ
青

森
、
㈱
角
弘
、
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ー
ド

東
日
本
㈱
、
㈱
マ
エ
ダ
、
㈱
伸
和

産
業
の
５
社
が
参
加
。
は
じ
め
に

組
合
事
務
局
よ
り
問
屋
町
に
つ
い

て
説
明
し
、
続
い
て
組
合
員
５
社

が
自
社
の
沿
革
や
事
業
内
容
、
就

職
す
る
こ
と
へ
の
心
構
え
な
ど
に

つ
い
て
話
し
た
。

　
参
加
し
た
学
生
は
「
問
屋
町
に

は
１
３
３
社
も
の
企
業
が
集
約
し

　
組
合
で
は
、
６
月
12
日
（
木
）

に
青
森
明
の
星
高
等
学
校
で
地
元

企
業
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
開
催
し
、
同

校
の
２
年
生
約
１
３
０
名
が
参
加

し
た
。

　
昨
年
度
に
引
き
続
き
実
施
さ
れ

た
同
ガ
イ
ダ
ン
ス
は
、
同
校
か
ら

進
学
希
望
者
を
含
む
２
年
生
全
員

に
対
し
て
地
元
企
業
を
知
る
機
会

を
設
け
た
い
と
い
う
要
望
を
受
け

て
開
催
し
て
い
る
。
今
回
は
組
合

シ
ョ
ン
に
関
す
る
理
解
を
深
め
る

た
め
に
実
施
さ
れ
て
い
る
。
調
査

結
果
は
と
り
ま
と
め
て
報
告
会
に

て
発
表
す
る
ほ
か
、
寄
せ
ら
れ
た

声
を
行
政
に
伝
え
る
な
ど
、
地
域

の
健
康
づ
く
り
推
進
を
支
援
す

る
。
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青
森
交
通
安
全
協
会
問
屋
町
支

部
で
は
、
６
月
26
日
（
木
）
に
第

52
回
定
時
総
会
を
開
催
。
同
支
部

会
員
31
名
に
加
え
、
来
賓
と
し
て

青
森
警
察
署
八
甲
田
交
番
の
阿
部

所
長
、
同
署
交
通
安
全
対
策
係
の

山
道
主
任
、
青
森
交
通
安
全
協
会

の
打
田
主
任
が
出
席
し
た
。

　
総
会
で
は
工
藤
支
部
長
が
議
長

に
選
出
さ
れ
、議
案
審
議
の
結
果
、

全
て
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
た
。

２
０
２
５
年
３
月
14
日
に
達
成
し

た
問
屋
町
内
交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ

１
万
日
を
記
念
し
、
市
内
小
学
校

へ
の
ス
ト
ッ
プ
マ
ー
ク
寄
贈
や
青

森
市
卸
売
市
場
裏
交
差
点
へ
カ
ー

ブ
ミ
ラ
ー
を
設
置
す
る
。

　
ま
た
、
総
会
に
先
立
ち
、
昨
年

度
の
問
屋
町
交
通
安
全
街
頭
指
導

に
３
回
以
上
参
加
し
た
企
業
に
功

労
賞
が
贈
ら
れ
、
受
賞
者
61
社
を

代
表
し
て
大
青
工
業
㈱
と
㈱
技
研

に
工
藤
支
部
長
か
ら
賞
状
と
副
賞

が
手
渡
さ
れ
た
。

　
総
会
終
了
後
に
は
、
青
森
警
察

　
青
森
問
屋
町
経
営
同
友
会
と
問

屋
町
支
店
長
・
所
長
連
絡
会
の
第

28
回
合
同
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
が
６
月

15
日
（
日
）、
青
森
カ
ン
ト
リ
ー

倶
楽
部
で
開
催
さ
れ
た
。

　
当
日
は
青
友
会
の
平
川
幹
事
の

挨
拶
の
後
、
両
会
会
員
ら
18
名
が

５
組
に
分
か
れ
、
用
意
さ
れ
た
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
楽
し
み
な
が
ら

プ
レ
ー
が
行
わ
れ
た
。

　
プ
レ
ー
終
了
後
は
レ
ス
ト
ラ
ン

ラ
ヴ
ィ
で
懇
親
会
が
行
わ
れ
、
互

い
の
プ
レ
ー
を
振
り
返
り
な
が
ら

同友会・青友会　合同ゴルフコンペ

安協問屋町支部　定時総会

親
睦
を
深
め
た
。

　
コ
ン
ペ
の
結
果
は
、
第
一
印
刷

㈱
の
山
宮
常
務
が
優
勝
、
ベ
ス
ト

グ
ロ
ス
賞
は
青
果
流
通
機
構
㈱
の

長
内
専
務
が
獲
得
し
た
。

　
次
回
の
合
同
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
は

８
月
30
日
（
土
）、
十
和
田
湖
高

原
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
で
開
催
予
定
。

第
52
回
定
時
総
会
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青
森
交
通
安
全
協
会
問
屋
町
支
部

同
友
会・青
友
会

第
28
回
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

　
今
回
の
団
地
企
業
訪
問
は
、

今
年
４
月
か
ら
青
森
に
赴
任
し

て
き
た
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ー
ド
東
日

本
㈱
東
北
営
業
部
東
北
輸
送
・

機
工
営
業
所
青
森
係
の
菅
野
係

長
に
お
話
を
伺
っ
た
。

　
同
社
は
、
昭
和
37
年
４
月
設

立
。
貨
物
自
動
車
に
よ
る
貨
物

運
送
や
家
電
品
・
音
響
機
器
・

産
業
電
気
機
器
の
組
立
及
び
荷

造
梱
包
作
業
・
発
送
業
務
、
自

動
車
部
品
・
精
密
機
器
等
の
荷

造
・
発
送
業
務
な
ど
を
主
な
事

業
と
し
て
展
開
し
、
そ
の
他
労

働
者
派
遣
事
業
や
一
般
建
設
事

業
も
行
っ
て
い
る
。

　
東
京
都
台
東
区
に
本
社
を
置

き
、
社
名
に
も
あ
る
と
お
り
、

東
日
本
を
活
動
範
囲
と
し
て
幅

広
く
営
業
拠
点
を
構
え
て
い
る
。
当

団
地
内
に
拠
点
を
構
え
る
同
営
業
所

で
は
、
青
森
県
内
を
メ
イ
ン
に
機
工

事
業
や
輸
送
事
業
、
倉
庫
保
管
事
業

を
行
っ
て
い
る
。

　「
青
森
係
で
は
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン

か
ら
発
電
所

に
入
る
変
電

設
備
に
加

え
、
事
務
所

移
転
作
業
や

通
常
の
業
者

で
は
取
り
扱

わ
な
い
重
量

物
の
組
立
や

搬
出
入
等
を

行
う
機
工
事
業
な
ど
を
含
め
た
ト
ー

タ
ル
サ
ー
ビ
ス
を
主
に
提
供
し
て
お

り
ま
す
。
他
社
で
は
扱
え
な
い
重
量

物
を
扱
え
る
こ
と
を
武
器
に
、
取
扱

い
エ
リ
ア
の
拡
大
や
他
営
業
所
と
の

連
携
を
強
め
、
ニ
ー
ズ
に
お
応
え
で

き
る
よ
う
日
々
尽
力
し
て
お
り
ま

す
」
と
話
す
。

　
今
年
４
月
よ
り
青
森
係
へ
赴
任
し

て
き
た
同
氏
に
、
問
屋
町
の
印
象
や

今
後
の
目
指
す
方
向
に
つ
い
て
尋
ね

る
と
「
合
同
清
掃
や
街
頭
指
導
な
ど

の
地
域
活
動

が
盛
ん
に
行

わ
れ
て
い
る

印
象
を
受
け

ま
し
た
。
ま

た
今
後
の
目

標
と
し
て

は
、
前
任
者

が
築
き
上
げ

た
も
の
を
維

持
し
つ
つ
も
持
っ
て
い
る
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
を
駆
使
し『
堅
実
な
拠
点
運
営
』

を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
」と
語
る
。

　
同
氏
の
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
面
に
つ
い

て
話
が
進
む
と
「
趣
味
は
キ
ャ
ン
プ

で
す
。
先
日
は
弘
前
の
キ
ャ
ン
プ
場

に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
基
本
的

に
暑
い
時
期
は
キ
ャ
ン
プ
を
や

ら
な
い
よ
う
に
し
て
い
る
の
で
、

涼
し
く
な
る
秋
や
冬
の
時
期
を

狙
っ
て
ま
た
行
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
青
森
に
は
単
身
で

赴
任
し
て
き
て
い
る
の
で
す
が
、

食
事
が
本
当
に
お
い
し
く
て
外

食
が
増
え
て
し
ま
い
、
最
近
は

痩
せ
な
け
れ
ば
と
焦
っ
て
い
ま

す
。
昔
は
野
球
や
柔
道
な
ど
を

し
て
い
ま
し
た
が
、
め
っ
き
り

や
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の

で
少
し
ず
つ
運
動
は
し
て
い
こ

う
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
」
と

話
し
て
く
れ
た
。

　
座
右
の
銘
を
尋
ね
る
と
「
仕

事
や
私
生
活
に
共
通
す
る
こ
と

で
す
が
『
自
分
が
や
ら
れ
て
嫌

な
こ
と
は
し
な
い
』
と
い
う
意

識
は
常
に
念
頭
に
お
い
て
い
ま

す
」
と
笑
顔
で
答
え
た
。 （
44
歳
）

団
地
企
業
訪
問

ロジスティード東日本㈱
東北営業部 東北輸送・機工営業所

青森係　係長

菅野　光 氏
ひかるかん の

大
学
生
が
組
合
員
企
業
の

健
康
へ
の
取
り
組
み
調
査

　
６
月
11
日
（
水
）、
㈿
石
狩
新

港
卸
セ
ン
タ
ー
の
梅
本
理
事
長
ら

５
名
が
、
当
卸
団
地
を
視
察
に
訪

れ
た
。
石
狩
新
港
卸
セ
ン
タ
ー
で

は
、
卸
団
地
の
更
な
る
活
性
化
に

向
け
た
新
た
な
組
合
事
業
を
模
索

し
て
お
り
、
今
回
の
視
察
訪
問
と

な
っ
た
。

　
当
日
は
、
柳
谷
理
事
長
や
赤
坂

専
務
理
事
ら
が
対
応
。
当
組
合
の

運
営
状
況
や
事
業
活
動
な
ど
を
紹

介
し
た
後
、
活
発
な
意
見
交
換
が

行
わ
れ
た
。

　
ま
た
、
６
月
27
日
（
金
）
に
は
、

㈿
八
戸
流
通
セ
ン
タ
ー
の
松
山
理

事
長
ら
４
名
が
来
訪
し
た
。

　
八
戸
流
通
セ
ン
タ
ー
で
は
、
会

議
資
料
等
の
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
や

事
務
作
業
の
Ｄ
Ｘ
化
な
ど
を
目
指

し
、
先
行
事
例
と
し
て
当
卸
団
地

を
視
察
。
当
組
合
の
柳
谷
理
事
長

の
挨
拶
後
、
小
田
切
事
務
局
長
ら

が
グ
ー
グ
ル
フ
ォ
ー
ム
や
タ
ブ
レ

ッ
ト
の
運
用
方
法
な
ど
を
紹
介
し

た
。

当
組
合
へ
の
視
察
来
訪

相
次
ぐ

高
校
生
が
地
元
企
業
の
魅
力
に
触
れ
る

青
森
明
の
星
高
校
で
地
元
企
業
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
開
催

署
の
山
道
主
任
か
ら
交
通
安
全
に

関
す
る
講
話
が
行
わ
れ
、
会
員
に

安
全
運
転
意
識
の
更
な
る
向
上
を

促
し
た
。


